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市道上部の渡り廊下で採用し歩行者の安全を実現

作業者の安全を確保するフラットな空間

ト
に
よ
り
足
場
架
設
を
安
全

に
行
え
る
ほ
か
、
熟
練
工
を

必
要
と
し
な
い
組
立
方
法
で

入
手
不
足
を
解
消
で
き
、
従

来
足
場
の
約
半
分
の
時
間
で

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
加
え
、
高
強
度

の
吊
り
チ
ェ
ー
ン
の
採
用
に

よ
り
、
吊
元
を
従
来
技
術
と

比
べ
4
分
の
ー
か
ら
最
大
6

分
の
1
に
削
減
で
き
る
こ
と

で
無
隙
間
・
無
段
差
の
快
適

で
広
大
な
作
業
空
間
を
確
保

で
き
、
作
業
効
率
・
安
全
性

の
向
上
を
実
現
し
て
い
る
。

今
工
事
を
統
括
す
る
中
越

興
業
の
石
田
誠
工
事
長
は

「
と
に
か
く
N

安
全
μ
と
い
う

こ
と
が
一
番
。
作
業
ス
ペ
ー

ス
か
ら
物
が
落
ち
る
心
配
が

な
く
、
部
材
も
軽
く
作
業
性

が
高
い
上
に
強
度
も
高
い
。

ま
た
、
地
組
で
吊
り
上
げ
る

た
め
一
高
所
作
業
も
減
る
こ
と

で
安
全
性
に
貢
献
し
て
い

る
。
多
少
の
初
期
費
用
は
か

か
る
が
工
期
を
短
縮
で
き
、

労
務
費
な
ど
の
費
用
を
削
減

で
き
る
た
め
総
合
的
な
経
済

性
は
高
い
」
な
ど
と
利
点
を

挙
げ
、
引
き
続
き
他
現
場
へ

の
展
開
に
意
欲
を
示
す
。

4
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、
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匁
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自信産業
クイックデッ

組
)
に
県
内
で
初
採
用
さ
れ
、

作
業
空
間
の
安
全
確
保
と
効

率
性
に
貢
献
し
て
い
る
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
発
売

3
年
目
で
納
λ
・
稼
働
中
の

現
場
が
2
0
0件
を
超
え
、

一
両
評
価
を
得
て
い
る
。

今
回
の
現
場
で
は
S
造
の

屋
内
運
動
場
天
井
部
分
鉄
骨

の
塗
装
時
に
約
2
0
0平
方

M
を
納
入
。
加
え
て
、
屋
内

運
動
場
と
校
舎
を
瞬
ぐ
渡
り

廊
下
で
市
道
備
員
日
・

3

M
州
)
の
上
空
を
通
過
す
る
部

分
に
約
1
0
0平
方
対
が
納

入
さ
れ
た
。
現
在
、
施
工
中

の
渡
り
廊
下
部
分
は
地
上
で

組
み
上
げ
、
地
上
3
・
8
M

ま
で
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ

て
設
置
I
写
真
。
こ
の
間
約

半
日
の
通
行
止
め
で
作
業
を

設
置
作
業
を
完
了
し
た
。

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
は
基
本

鋼
製
部
材
が
全
て
シ
ス
テ
ム

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
用
工
具
を
必
要
と
し
な
い

簡
易
な
組
立
が
可
能
で
あ
る

こ
と
。
高
い
シ
ス
テ
ム
強
度

よ
有
す
る
こ
と
か
ら
チ
ェ
ー

ン
ピ
ッ
チ
が
通
常
の
吊
り
足

場
よ
り
も
広
く
、
作
業
空
間

が
広
い
こ
と
。
先
行
床
施
工

の
た
め
作
業
床
を
高
所
で
も

安
全
に
行
え
る
こ
と
。
床
面

が
フ
ラ
ッ
ト
で
隙
聞
が
無

く
、
落
下
物
の
危
険
性
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

特
徴
。
発
売
以
来
、
改
良
も

一
一
州
糊
納
屋
内
運
動
場
と
渡
り
廊
下
に

組
立
時
聞
は
在
来
工
法
の
約
半
分

回
線
産
業
の
シ
ス
テ
ム
吊
一
が
新
潟
県
内
の
特
別
支
躍
学
一
(
施
工
H
中
越
・
共
措
・
永

り
足
場
「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
一
校
屋
内
運
動
場
建
設
工
一
井
J
V
、
足
場
組
立
す
菊
池

進
み
同
社
の
3
8シ

ス
テ
ム
の
機
能
を
付

加
し
た
手
摺
、
支
柱
、

床
材
の
た
わ
み
防
止

な
ど
独
自
の
技
術
を

追
加
し
て
い
る
。

施
工
を
担
当
し
て

い
る
中
越
興
業
の
石

田
誠
所
長
は
「
当
初
、

在
来
工
法
と
ク
イ
ッ

ク
デ
ッ
キ
の
両
方
を

試
験
施
工
し
比
較
し
た
結

果
、
在
来
工
法
の
印
%
程
度

の
組
立
時
間
短
縮
を
確
認
し

た
」
占
成
果
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
「
安
心
し
て
高

所
作
業
が
で
き
る
環
境
で
あ

り
、
床
に
隙
聞
が
無
い
の
で

物
が
落
ち
る
心
配
が
な
い
」

と
評
価
し
て
お
り
、
「
安
全

・
安
心
と
作
業
効
率
と
コ
ス

ト
を
考
え
た
場
合
で
も
ク
イ

ッ
ク
デ
ッ
キ
の
有
効
性
は
評

価
で
き
る
」
と
レ
て
い
る
。
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ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
の
特
徴
一
の
削
減
で
効
果
大
。

は
入
手
不
足
解
消
と
安
全
一
施
工
業
者
は
「
今
回
の

性
の
確
保
。
①
簡
易
な
組
一
組
み
立
て
は
通
常
1
日
か

み
立
て
②
先
行
床
施
工
式
一
か
る
と
こ
ろ
が
半
日
で
済

組
み
立
て
③
無
隙
間
・
無
一
み
、
と
に
か
く
安
全
」
と

段
差
④
吊
り
チ
ェ
ー
ン
の
一
評
価
。
こ
れ
ま
で
橋
梁
や

激
減
⑤
一
括
ユ
ニ
ッ
ト
⑥
一
駅
舎
改
築
大
庇
建
築
工
事

シ
ス
テ
ム
型
防
護
壁
採
用
一
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い

⑦
工
期
短
縮
と
付
随
費
用
一
る
。
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ク
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f

軽
仮
設
大
手
の
日
綜
産

業
(
本
社
H
東
京
都
中
央

ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ

区
、
小
野
大
社
長
)
の
新
一
旬
ま
で
。
月
の
発
表
以
来
、
納
入
・
一
安
全
、
安
心
に
作
業
で
き

型
シ
ス
テ
ム
吊
り
足
場
一
同
製
品
は
従
来
に
比
べ
稼
働
中
の
現
場
は
2
0
0
一
る
と
の
評
価
が
得
ら
れ
て

「
ク
イ
ッ
ク
デ
ッ
キ
」
が
一
て
吊
チ
ェ
ー
ン
間
隔
が
広
件
以
上
と
な
り
、
大
型
商
一
い
る
。
同
製
品
を
採
用
し

こ
の
ほ
ど
、
新
潟
県
内
の
一
く
、
段
差
や
す
き
間
の
な
一
業
施
設
や
工
場
天
井
部
の
一
た
工
事
長
は
「
人
の
墜
落

特
別
支
援
学
校
屋
内
運
動
一
い
快
適
な
作
業
空
間
を
構
一
新
築
・
改
修
工
事
、
新
幹
一
や
工
具
の
落
下
を
防
ぐ
の

場
建
設
工
事
(
施
工
H
中
一
築
で
き
る
。
ま
た
従
来
型
一
線
高
架
の
改
修
工
事
な
ど
一
に
非
常
に
有
効
。
従
来
工

越
興
業
、
共
柴
建
設
、
永
一
工
法
に
比
べ
足
場
工
事
期
一
幅
広
く
採
用
さ
れ
て
い
一
法
よ
り
組
み
立
て
の
時
間

井
工
業
J
V
)
で
、
運
動
一
聞
の
お
%
削
減
を
実
現
し
一
る
。
特
に
天
井
改
修
工
事

一
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と

場
と
渡
り
廊
下
合
わ
せ
て
一
た
。
国
交
省
の
N
E
T
-
一
用
足
場
で
は
、
工
場
を
稼
一
も
で
き
た
」
と
話
す
。

約
3
0
0平
方
M
採
用
さ
一

S
(新
設
術
情
報
ジ
ス
テ
一
働
さ
せ
な
が
ら
改
修
工
事
一
日
綜
産
業
・
新
潟
営
業

れ
た
と
発
表
し
た
。
新
潟
一
ム
)
登
録
済
み
(
登
録
番
一
が
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
一
所
は
今
後
の
方
針
と
し

県
内
の
採
用
は
初
め
て
一
号
H
T
H
1
1
5
0
00
一て
い
る
。

一
て
、
学
校
や
工
場
の
改
修

で
、
工
期
は
本
年
9
月
中
一

7
1
A)。
2
0
1
4年
6
一
今
回
の
採
用
現
場
で
一
工
事
、
県
内
で
予
定
さ
れ

一
も
、
吊
り
チ
ェ
ー
ン
間
隔
一
る
道
路
の
橋
梁
補
修
な
ど

一
が
広
く
作
業
憶
L
優
れ
る
一
へ
の
探
用
に
も
注
力
じ
て

一
点
や
、
先
行
床
方
式
で
足
一
い
く
。

一
場
の
組
み
立
て
や
工
事
を




